
関東支部

【件名】

　飛来物除去作業中誘導により感電し小墜落

【作業内容】

　飛来物の除去

【発生状況】

【被災程度】

【安全装備品】

【添付資料】

　災害概要図

災 害 の 種 類

作業準備
の不良

作業方法
の不良

　66kV Ａ線№52の4回線（上回線：Ａ線2回線（区間分断）下回線：Ｂ線2回線）鉄塔に約100ｍの農

事用寒冷紗が4回線全体に掛かる状態で付着しているのが発見された。（特に66kV Ｂ線1号線に多く

巻き付いていた）

　現地状況を確認し停止での除去に向け，給電所にＢ線1号線の停止を要求したが需要家都合により

停止不可であったため，区間分断箇所であるＡ線も含め活線扱いにして，除去できる範囲で作業する

事とした。

　ＴＢＭ－ＫＹ実施後，19時20分から作業を開始し，Ａ線2号線，Ｂ線2号線側の除去が完了した。そ

の後，被災者らがＡ線1号線側を除去しようとした際に，ダンパに寒冷紗が引っ掛かっていたため，

これを外そうとして2番アームに居た被災者が，区間分断中だから大丈夫だと思い，がいし連を移動

したところで誘導感電し，3番アーム下まで小墜落した。（19時50分頃）

　被災者は，自力で降塔した後に病院へ搬送された。

　作業着上下，安全帽，安全靴，革手袋，帽灯，フルハーネス，ワークポジショニングロープ，

　移動ロープ（5m）

　電撃傷, 右足熱傷, 右肩筋挫傷

　（革手袋：電撃痕なし，安全靴：右足に15mm程度の電撃痕あり）
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 令和　3 年 5 月 30日（日曜日）   19時 50分頃

災 害 速 報

経験年数 27年2ケ月

撤  去

 死亡　　 名

その他

曇り

基  礎 組  立

工具防具
の不良

電気工作
物の不良

作業者
の過失

共同作業
者の過失

その他

仮  設 架  線

墜落・転落 感　電崩壊・倒壊
はさまれ・
巻き込まれ

切れ・
こすれ

その他



（様式－2）

災　害　概　要　図

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※６／１全て除去済み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【作業員配置】 Ａ線№52 鉄塔（老側より撮影） 

Ａ線 1L 

（区間分断中） 

※活線扱い 

Ｂ線 1L 

（充電中） 

①C2 付近の寒冷紗がダンパに引っ掛かっていた。 

②C3 にいた作業員が活線除去棒を使用して手繰り寄せようとしたが届かなかった。 

③C2 の被災者が区間分断中（※）だから大丈夫だと思い、がいし連を移動した。 

④被災者が右足をライン側アークホーン、両手を腕金吊材に掛けた時に誘導により感電し小墜落した。 

（※）区間分断でも誘導があるため，当日の作業は「活線（充電）扱い」としていた。  

【発生状況】 
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【平面図】 
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（区間分断中） 

※活線扱い 
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